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修士論文題目
乳房形態別による児の授乳姿勢と乳頭痛の関連

一初回授乳時の乳頭血流に着目して－

●

I．研究の目的
本研究の目的は、新生児の乳頭への吸着・吸畷行動と乳頭内血流量の現象について明らかにするこ
とと乳房形態によるポジショニンング、吸着姿勢による乳頭内の血流状態から、乳頭痛発生との関連
性を明らかにすることである。
Ⅱ．研究方法
研究デザインは、測定観察法による関連検証型研究である。本研究の対象者は、妊娠37週0日か
ら41週6日の正期産に出産した初産婦と新生児で母親の乳房形態は、乳房I型、Ⅱa型、Ⅱも型、Ⅲ
型各3名で正常乳頭をもつ母児12組である。乳頭血流量測定には、アドバンス社製CSブローペS
サイズを使用し、血流測定には、アドバンス社製レーザードップラーALP21を、血流解析にはPower

Lab2／26及びLobchart8Japaneaseを使用した。初回授乳指導は、乳房Ⅱ型は横抱き・交差抱き、
乳房I型は縦抱き、乳房Ⅲ型は脇抱きに統一し、児が吸畷する前に乳頭の血流の安定性を波形から確
翠後、児の吸着を開始し、約5分間吸着時の乳頭内血流波形および児の晴乳状態を左右5分ずつ観察
した。データ解析には、統計パッケージソフトSPSSStat主sticsⅥ〕n22丘）rWhdowsを用い、すべて
の検定において有意水準はp＜0．05とした。本研究は、本学の倫理貞会（承認番号26－21）ならびに
研究協力機関の承認を待て実施した。
Ⅱ．研究結果
本研究の対象児の生下児体重は、3082±246g（Mean±SI））であり、出生時の臍帯血Phは7．281
±0ユ（Mean±SI〕）で健康状態であった。対象者の授乳姿勢は、横抱き・交差抱き・脇抱き・縦抱き
が各3名ずつであった。直接授乳の吸着においては、全児が適切な乳頭への吸着が行えていた。初回
授乳と乳頭痛の自覚については、初回授乳時に乳頭痛を訴えた者は、8名（66．7％）で、乳頭“発赤”
を発症した者は1名であった。乳頭内血流波形を分析し、1「乳頭痛の自覚のある」波形は、血流下降
点の基線が1回の吸畷波形ごとに徐々に下降し、吸畷ごとの山型の血流上昇の最大ポイントと血流下
降最小ポイントが下がることが示された。また、新生児の乳房・乳頭への哺乳行動である吸畷により、
乳頭内に血流の減少である虚血状態が生じていることが示された。さらに乳頭痛【あり群】、【なし群】
と乳頭血流減少量を比較したところ、乳頭痛【なし群】に比べて統計学的に有意に乳頭内血流量が減
少していることが明らかとなった。また、乳房I型では乳房Ⅱa型に比べて児の吸吸により有意に乳
頭内虚血状態を引き起こしやすく、乳頭痛が強いことが示された。さらに児と母親の体が密着してい
ない姿勢は児の吸畷により乳頭内血流量が有意に減少していることが明らかとなった。
Ⅳ．考察
本研究により、児の哨乳行動および乳房形態別に授乳姿勢で乳頭内血流減少と乳頭痛との関連が明
らかになった。このことで児の吸着により生じる乳頭痛は吸畷行動による乳頭の圧迫による血流の減

少であることから、乳頭痛は、児の舌と上顎の問に位置した母親の乳頭が、児の下顎の上昇に皐る圧
迫から生じる圧迫性虚血状態であること、乳頭が児の舌の上で安静位に位置できない授乳姿勢が原因
となり、乳頭内の血流減少する圧迫性虚血状態であることが示唆された。
Ⅴ．総括
初産婦の初回授乳時の授乳行動から、新生児の乳頭への吸着・吸畷行動と乳頭内血流量の現象およ
び乳房形態別に授乳行動から生じる乳頭痛について乳頭内血流量を指標として評価検討を行った結
果、乳房形態によるポジショニンング、吸着姿勢によって乳頭内血流虚血と乳頭痛発生との関連性が
明らかとなった。
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